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Abstract — While continuing to work on "creating lessons where students can learn 
independently and interactively," a symposium was held to help students read the work more 
deeply.The teaching material is "hometown".We will introduce the student teachers' efforts 
toward the symposium, the state of the symposium, and the results of their learning.In addition, 
the effect of accumulating with students who have been in charge for three years will be verified 
in comparison with the practice three years ago. 
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1. はじめに  
1.1. 国語学習の課題  
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￭2.2.2 学習過程(全 12時間) 
第１次 作品の通読 
・学習目標と学習予定の確認 
第 2次 シンポジウムの準備 
    ・人物分析 
     ・抽象的表現の解読 
 第 3次 シンポジウム 
 １ 「私」「ルントー」「楊おばさん」はどんな人物か 
 ２ 「月」「希望」「道」は何を表しているか 
 第 4次 魯迅のメッセージを読み取る 
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学習予定を確認した後は細かな指示はなくとも，
今までの学習が読み取るためのプロトコルとして身
についているため，ワークシートもほぼ何も書かれ
ていないメモ用紙のようなもので充分であった。そ
してそれは，指導者の机間指導時間を生み出して
くれた。学習予定を確認した後は，各グループで
シンポジウムに向けての読み取りとなるから，授業
時間中は各グループの状況を確認したり，助言し
たりすることに専念できた。このことが，昨年度の実
践の中で課題としていた「子どもたちの学びの過
程を捉えてやれないこと,その変化や達成感を
同時に味わえないこと」を解決する効果を生ん
でくれた。実際に，生徒の話し合いを傍聴し，
進行状況やどこで行き詰っているのかを把握
し，指示や助言をすることがじっくりとできた。
生徒もグループで話し合いが止まってしまい，
準備不足のまま当日を迎えることがなかった。 
 また，自ら「問い」を立てる読み方に取り組
めていたことも要因の一つである。３年次「握
手」の読み取りとして，「ルロイ先生への『弔辞』」
(甲斐利恵子)を実践した際，人物を多角的にと
らえる方法として「プロットを立てる」を学ん
だ。読み取った事実を「なぜ？」と考えること
で，ルロイ修道士の子どもたちへの思いの深さ
や優しさが，より強いものであることが読み取
れていた。この学習を活かして「ルントーはな
ぜ『旦那様』と言ったのか」だけでなく，「なぜ
『私』は旦那様と呼ばれても，昔みたいに呼ん
でほしいとか言わないんだろう」→「『私』の方
も懐かしい故郷の人たちなのに，よそよそしい
態度をとっているから親しい人があまりいな
いんじゃないか。」「やっぱり自分の方が上だと
思っている?!」「故郷を離れるために来ている
から，離れづらくならないように気持ちを抑え
ているんだと思う。」というように，人物像を深
く考えることに効果的であった。 
￭3.2 まとめと今後の課題 
 様々な活動が制限のある中であったが，充実
した学習ができていた。１年次から継続して担
当することで，計画的に着実にスキルアップす
ることができていた。生徒は様々な作品を読む
中で，文章の読み方を身に付けることができて
いたと感じる。「故郷」の学習では，私自身が思
い描いていた授業の光景がたくさん実現でき
ていた。生徒たちは皆真剣に教科書の言葉に向
き合い，活発に意見を出し合っていた。シンポ
ジウムでは多様な考えに触れ，自分の読みを深
めることができていた。また，シンポジスト・
フロアー・コーディネーターがそれぞれの立場
で語り合うことができた。互いの言葉を真剣に
受け止めてもっと広く深く読み取りたいとい
う思いが伝わってくる話し合いになっていた。
そして最後の「作者のメッセージ」では，シン
ポジウムを受けて自分なりに読み取った魯迅
の思いを書くことができた。 
 ３年間の学習において生徒たちは立派な「読
み手」として育った。それは私自身のやりくり
だけでなく，生徒の意欲の高さのお陰である。
常に前向きに取り組み，ともに言葉を楽しむ場
として国語の授業ができたことに感謝してい
る。 
 その意欲に反して，現代の子どもたちは生活
経験が乏しいため，身の回りのことを段々知ら
なくなってきている。季節や自然の変化やそれ
を表すことば，体験から表現できる言葉などが
子どもたちの中になくなってきているように
感じる。授業の中で考えていることを表現する
言葉がなかなか出てこなくて困っている場面
を多く見かけた。読み取ったことをよりうまく
表現するための語彙を増やす学習にも力を入
れていきたい。また，そのための「仕掛け」の
ある授業を展開していきたいと考えている。 
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今までで一番教科書を真剣に読んだと思う。人物分
析をしたり、「月」「希望」「道」の意味を考えたりす
ることで作品のからくりを読み取ることができて面
白かった。この作品は作者から見える景色や、頭の
中の絵が対応している部分があり、そこでの変化が
作者やルントーの変化に関係していたので、言葉の
力はすごいと思った。どの作品にも作者が伝えたい
ことっていうのが必ずあると思うから、人柄や境遇
や作者の表現の仕方をもとに作者が伝えたいことを
読み取れるようにしたい。【生徒の振り返り】 
